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中国・瀋陽市における浮遊粉じん中の重金属

濃度について（第２報）
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前報に引き続き，中国・瀋陽市の大気中の浮遊粉じんをハイボリウムエアーサンプラーを

用いて地域別に採取し，浮遊粉じんに含まれる重金属類や水溶性イオンについて調査を行っ

た．その結果，季節によって濃度が変化するものとあまり変わらないもの，地域によって濃

度の差が大きいものと地域間の差が少ないものなどのグループに分けることができた．各測

定項目について主成分分析を行ったところ， の主として土壌等自然由来のグルーAl, Ca, Fe
プ， ， ， の主として二次生成粒子のグループ，その他のグループと大きく３つSO4 NO3 NH4
に分けることができた．また， の比と浮遊粉じん濃度の月別の変化から の比が小Ca/Al Ca/Al
さいほど浮遊粉じん濃度が大きく，その比が大きいほど浮遊粉じん濃度が小さかったことか

ら，夏季は建設現場から発生する粉じん等が粉じん濃度に影響を与え，冬季から春季は黄砂

による影響が粉じん濃度に影響を与えていることが推察された．
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は じ め に

前報に引き続き，中国・瀋陽市の大気中の浮遊

粉じんをハイボリウムエアーサンプラーを用いて

地域別（工業地域，住居地域，幹線道路近傍，郊

外の 地域）に同時に採取し，浮遊粉じん中の重4
12 9金属類や水溶性イオンについて調査（平成 年

月～平成 年 月までの 年間）を行った．14 8 2
その調査結果から，若干の知見が得られたので報告す

る．

調査概要及び測定方法

１．調査概要

１．１ 調査地点

調査地点は，表１のとおり瀋陽市の工業地域，住居地

域，幹線道路近傍及び郊外の 地域で実施した．4

)北海道環境科学研究ｾﾝﾀｰ， )瀋陽医学院 )三重大学医学部1 2 , 3

表１ 調査地点

地点 ・地域名 調査地点場所

Ａ 工業地域 鉄西区公明街小学校

Ｂ 住居地域 瀋陽医学院

Ｃ 幹線道路近傍 瀋陽教育培訓交流中心

Ｄ 郊外 中仙食品有限公司

１．２ 調査期間

平成 年 月から平成 年 月までの ヵ年の測定12 9 14 8 2
結果を用いた．

２．測定方法

浮遊粉じんは，ハイボリウムエアーサンプラーを

用いて 地点同時に， 回 時間，毎月の始めに4 1 24
連続する５日間の浮遊粉じんを採取し，得られた試
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